
 

世代を超えた会議の模様 

新たなシンボルとともに 

ミライへ繋がる地域へと再生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．瑞浪市の概要 

瑞浪市は、岐阜県の南東部に位置

し、木曽川や土岐川が流れ、市域の

70％が山林の自然豊かなまちです。

その一方、名古屋までＪＲ中央線で

48分とアクセスも良好。 

2000 万年前から1500 万年前のク

ジラや海獣、ゾウやウマ、貝類や植

物の化石が見つかる「化石のまち」

として有名です。令和４年６月には、

世界で７例目となる謎の奇獣「パレ

オパラドキシア」の全身骨格が発見

され、全国的に話題となりました。

 

謎の奇獣「パレオパラドキシア」の

全身骨格 

古くから窯業が盛んで、「陶磁器の

まち」として、その歴史は室町時代

に端緒をなすといわれています。市

内には、陶芸を体験できる工房や窯

も数多くあり、ギネス認定の美濃焼

のオブジェもあります。 

また、「ゴルフのまち」としても知

られ、市内には、岐阜県下最多 13

のゴルフ場があります。市内ゴルフ

場では、女子プロゴルフツアー大会

も開催されます。 

中山道の宿場町「大湫宿（おおく

てしゅく）」「細久手宿（ほそくてし

ゅく）」を有するほか、地歌舞伎や人

形浄瑠璃も伝承されるなど、「歴史の

まち」として、往時のにぎわいを  

体感することができます。 

また、大湫町で大切に育てられた

特産品「瑞浪ボーノポーク」は、霜

降り割合が一般の約２倍で、肉の旨

味成分と脂の甘みが強く、豚肉本来

の味を堪能することができます。 

 

２．活動開始の背景・経緯 

 大湫町は122 世帯、303 人が暮ら

す中山道界隈を舞台として「人」「自

然」「歴史」「まち」に親しみを持ち、

住民同士の繋がりや文化を大切にし

ながら、心豊かに生活できる地域を

目指している町です。 

 

往時の趣を残す中山道 

 

そのような大湫町の「誇り」であ

った樹齢約670年、樹高約40ｍの大

杉が倒れたことをきっかけに、未来

へと繋がる地域づくりが始まりまし

た。大杉を失った「まち」をどうす

るのかを考える再生検討会議が週に

１度、全22回、毎夜遅くまで、時に

は真剣なあまり、怒鳴り声も交えて

議論されました。会議のメンバーは、

30代の若手から70代のシニアまで、

町民、行政職員、大学教授、議員、

移住者など多様な人材で構成され、

大湫の在り方を真剣に考えるうち、

次第に世代間や立場といった壁はな

くなっていきました。 

 

 

 

 

 

若手は時流に乗ったアイデアとし

て大杉再生の資金獲得のためクラウ

ドファンディングを実施し、再生方

法の提案を町外から求め、プロポー

ザル方式にて決定していきました。

また、大杉の素材活用やイベントに

ついても多くのアイデアを出し、実

現していきました。 

 一方、シニアはこれら全ての活動

について、これまでの手法との調和

を図りつつ、若手を全面的に信頼す

ることで活動が成り立ちました。 

 こうして、大杉が倒伏した後でも、

大湫を誇りに思い、町民が一体とな

り、未来へと繋がる地域へと生まれ

変わりました。  

 

 

 

３．活動の内容 

＜創意工夫した組織作りや情報発信＞ 

 再生検討会議では、情報収集、  

判断、提案、意思決定などを早期に

行うために、行政や大学、民間事業

者等との連携を図る部会、大杉自体

の再生方法などを検討する部会など、

分野ごとに精通した者を配置するこ

とで適材適所を図り、５部会に分か

れて実のある議論を重ねていきまし

た。町役員だけでなく、若手や移住

者等、これまでにはない多様な立場

の方を多く入れて編成しました。ク

ラウドファンディングやプロポーザ

ル方式、SNS やホームページ開設 

などにより、町内にとどまらない 

多くの方の支援、支持を集めること

ができました。 

 

 

 

 

地域づくり表彰 

大湫町 神明大杉再生検討会議（岐阜県瑞浪市） 

まちのシンボルの倒伏をきっかけ 

としたミライへ繋がる地域づくり 

大湫町 神明大杉

再生検討会議 

大湫町コミュニティ

推進協議会会長 

加藤 博一 
 



 

住民による公開中継プロポーザル 

地域の若手による話し合い 

大杉の素材を活用した楽器を

用いたイベント「大杉音元」 

大杉エールの開発 

クラウドファンディングの成功 

住民提案による事業 

多世代参加による計画づくり 

 

 

 

大杉倒伏の次の日には専用ホーム

ページを立ち上げ、SNS での迅速 

な情報発信を定期的に行うことや、 

積極的なプレスリリースを行うこと

で、大杉に対する想いを集めました。 

 また、町外の専門家へのヒアリン

グを行い、プロポーザル審査には大

学教授をアドバイザーに迎えました。 

 
 

 

 大杉の再生に際して、多額の活動

資金が必要でした。おおよそ大湫町

単体では賄えない額の資金について、

SNS を駆使し、クラウドファンディ

ングを実施したり、県や市も巻き込

み補助金を活用するなど、成功を収

めました。大杉の再生完了後も、大

湫町において、２つの事業でクラウ

ドファンディングを実施するなど、

町外の方にも大湫町の活動を知って

もらい、支援してもらう手法が継続

的に取り入れられています。 

 
 

 

＜大杉を核とした絆づくり＞ 

 大杉を多くの人に使ってもらいた

いという想いから、大杉の素材活用

方法はホームページなどで広く募集

し、大杉の素材を活用した、ビール、

バイオリン、太鼓などが生まれまし

た。また、それらを用いて、食と音

で大杉の歴史を体験するイベント

「大杉音元（おおすぎおとはじめ）」

を開催しました。会場には大湫町の

人口を超えるおよそ 1,000 人もの

人々が集まりました。 

 また、県外からも活用についての

申込みがあり、大学の研究機関での

研究素材、楽器、家具（瑞浪市のふ

るさと納税返礼品に登録）、和傘、芸

術作品の素材として使われました。 

 これらのことは、改めて大湫町の

活動の注目度や関心度が高いことを

認識すると共に、住民の大きな誇り

になりました。 

 
 

 

 

 地元ビール醸造所と協働し、大杉

とビールといった一見すると縁遠い

ものを組み合わせ、新たなビール開

発を行い、「大杉エール」が完成しま

した。大杉エールは、「670年の昔か

らこれからの未来にエールを！」を

コンセプトとして、一般販売され、

地域の方だけでなく、地域外の方へ

も大湫町の取り組みを知ってもらう

きっかけとなりました。 

 

 

 

４．成果 

 大杉の倒伏によって「シンボル」

を失ったかのように見えた大湫町が、

逆に、ピンチをキッカケとして世代

を超えた話し合いを行い、地域の未

来を考え、誇りを感じようと、一つ

になっていきました。住民主体で考

えてきた再生検討会議の手法は、大

湫町を誇れるまちにしようとする住

民提案型事業の創出の呼び水になる

など、町民すべてが一体となってま

ちづくりをしていく礎となりました。 

住民提案型事業は大湫町のために誰

でも提案できる「大湫町をみんなで

誇れるまちにする事業」という形で

令和４年度から大湫町のまちづくり

事業として取り入れられています。 

 令和４年度は、巨大粘土まちづく

り、鱒つかみまくり、五右衛門風呂

をみんなでつくろう等、計９つの事

業が提案され、町内外、県外の方を

含めて1,244人の方が参加されまし

た。 

 

 

大杉が倒伏した時期とほぼ同時期

に、大湫町を持続可能なまちとする

ため、「大湫町ミライ総合振興計画」

が、住民主体で策定されました。こ

の計画づくりには、大杉再生を通し

て得た、若手からの提案による事業

手法が採用されました。若手を巻き

込んだ計画づくりは地域づくりのモ

デルとなり、瑞浪市内の他７地区で

も同じ手法での「地域計画」の策定

が令和５年度から始まっています。 

 

 

５．課題と展望 

 これまで地域づくりに参加してこ

なかった若手が、再生検討会議でま

ちの未来について語り合い、活動し

たことでシニアの信頼を得て、現在

でもともに活動することができてい

ます。そんな魅力あるまちづくりに

共感した方が移住してきたことで、

少子化が危ぶまれた令和２年で６人

であった小学校児童数は、令和５年

には 11 人と約２倍にまで増加する

に至りました。ミライへ繋がるまち

づくりに共感いただけるまちの担い

手がさらに多くお越しいただけるこ

とを目指して活動していきます。 


